
1 

地方独立行政法人総合病院国保旭中央病院の業務実績に関する評価基本方針 

 

千 葉 県 旭 市 

平成３０年 7月２０日 

 

この基本方針は、旭市長（以下「市長」という。）が、地方独立行政法人法（平成１５年

法律第１１８号。以下「法」という。）第２８条第１項の規定に基づき、地方独立行政法人

総合病院国保旭中央病院（以下「法人」という。）の業務実績の評価を実施するに当たり、

基本的な事項について定めたものである。 

 

１．評価の基本方針 

(1)  法人が「すべては患者さんのために」という基本理念を実現するため、提供するサ

ービス及びその他の業務の質を向上させるとともに、業務運営の改善及び効率化を進

め、財務内容の改善に資することを目的に評価を行う。 

(2)  評価を行うに当たり、有識者等の知見を活用するため、地方独立行政法人総合病院

国保旭中央病院評価委員会（以下「評価委員会」という。）の意見を聴取する。 

(3)  評価は、法人の中期計画及び年度計画の実施状況を確認・分析し、市長が指示した

中期目標をどの程度達成したかという観点から、総合的に評価を行う。 

(4)  業務運営の改善や効率化等の特色ある取組みや、様々な工夫を積極的に評価するも

のとする。 

(5)  診療報酬改定など止むを得ない環境変化があった場合には、それに配慮して柔軟に

評価を行うものとする。 

(6)  評価を通じて、市民等に法人の中期目標の達成状況や法人の取組内容等を分かりや

すく示すものとする。 

(7)  法人を取り巻く環境の変化等を踏まえ、必要に応じて評価の方法を見直すものとす

る。 

２．評価の種類 

(1) 各事業年度に係る業務の実績に関する評価（以下「年度評価」という。） 

中期目標及び中期計画に基づき作成された年度計画を踏まえ、当該事業年度におけ

る業務の実績の全体について、総合的に評価するもの。 

(2) 中期目標に係る業務の実績見込に関する評価（以下「中期目標期間見込評価」とい

う。） 

中期目標期間の終了時に見込まれる中期目標期間における業務の実績の全体につい

て、総合的に評価するもの。 

(3) 中期目標に係る業務の実績に関する評価（以下「中期目標期間評価」という。） 

中期目標及び中期計画を踏まえ、当該中期目標の期間における業務の実績の全体に

ついて、総合的に評価するもの。 

３．年度評価の方法 

年度評価は、当該年度計画に定めた事項ごとに行う「項目別評価」と、業務実績の全体に

ついて行う「全体評価」を併せて行うものとする。 

資料１-１ 
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(1) 項目別評価の方法 

項目別評価は、①法人による細項目及び小項目の自己評価、②市長による中項目評価、

③市長による大項目評価の手順で行う。 

 

①法人による細項目及び小項目の自己評価 

 法人は、地方独立行政法人総合病院国保旭中央病院の業務運営等に関する規則（旭市

規則第 1 号。以下「旭市規則」という。）第８条の規定による報告書（以下「年度業務

実績報告書」という。）を作成し、当該規則の定める期限までに市長に提出する。この

場合において、法人は、年度計画の細項目及び小項目ごとの達成状況について、次の５

段階で自己評価を行い、年度業務実績報告書を作成する。 

②市長による中項目評価 

 市長は、法人の自己評価を検証し、年度計画の中項目ごとの達成状況について、次の

基準により評価を行う。 

③市長による大項目評価 

 市長は、中項目評価の結果を踏まえ、年度計画の大項目ごとの達成状況について、次

の基準により評価を行う。 

 

(2)  全体評価の方法 

       市長は、項目別評価の結果を踏まえ、年度計画及び中期計画の全体的な達成状況に

評

価

基

準 

評価 判断基準 

S 年度計画を大きく上回っている 

A 年度計画を上回っている 

B 年度計画をほぼ予定どおりに実施している 

C 年度計画を下回っている 

D 年度計画を大きく下回っており改善が必要である 

 

評

価

基

準 

評価 判断基準 

S 年度計画を大きく上回っている 

A 年度計画を上回っている 

B 年度計画をほぼ予定どおりに実施している 

C 年度計画を下回っている 

D 年度計画を大きく下回っており改善が必要である 

 

評

価

基

準 

評価 判断基準 

S 年度計画を大きく上回っている 

A 年度計画を上回っている 

B 年度計画をほぼ予定どおりに実施している 

C 年度計画を下回っている 

D 年度計画を大きく下回っており改善が必要である 
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ついて、次の基準による評価及び記述式による評価を行う。 
 

評

価

基

準 

評価 判断基準 

S 計画を大幅に達成し、又は計画より大幅に進んでいる 

A 計画をやや超えて達成し、又は計画よりやや進んでいる 

B 概ね計画どおりに進んでいる 

C 計画をやや下回り、又は計画よりやや遅れている 

D 
計画を大きく下回り、若しくは計画よりも大幅に遅れ、又は業務

運営に関して重大な改善すべき事項等が認められる。 
 

４．中期目標期間見込評価及び中期目標期間評価の方法 

 中期目標期間見込評価及び中期目標期間評価は、当該中期目標に定めた事項ごとに行う

「項目別評価」と、業務実績の全体について行う「全体評価」を併せて行うものとする。 

 

（１）項目別評価の方法 

項目別評価は、①法人による細項目及び小項目の自己評価、②市長による中項目評

価、③市長による大項目評価の手順で行う。 

①法人による細項目及び小項目の自己評価 

 法人は、旭市規則第８条の規定による中期目標に係る業務実績見込報告書（以下「中

期目標実績見込報告書」という。）及び中期目標に係る業務実績報告書（以下「中期目

標実績報告書」という。）を作成し、当該規則の定める期限までに市長に提出する。こ

の場合において、法人は、細項目及び小項目ごとの達成状況について、５段階で自己

評価を行い実績報告書を作成する。 
 

評

価

基

準 

評価 判断基準 

S 中期目標を大きく上回っている 

A 中期目標を上回っている 

B 中期目標をほぼ予定どおりに実施している 

C 中期目標を下回っている 

D 中期目標を大きく下回っており改善が必要である 
 

②市長による中項目評価 

  市長は、法人の自己評価を検証し、中期目標の中項目ごとの達成状況について、次

の基準により評価を行う。 
 

 

評

価

基

準 

評価 判断基準 

S 中期目標を大きく上回っている 

A 中期目標を上回っている 

B 中期目標をほぼ予定どおりに実施している 

C 中期目標を下回っている 

D 中期目標を大きく下回っており改善が必要である 
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③市長による大項目評価 

  市長は、中項目評価の結果を踏まえ、大項目ごとの達成状況について、次の基準に

より評価を行う。  
 

 

評

価

基

準 

評価 判断基準 

S 中期目標を大きく上回っている 

A 中期目標を上回っている 

B 中期目標をほぼ予定どおりに実施している 

C 中期目標を下回っている 

D 中期目標を大きく下回っており改善が必要である 
 

(2)  全体評価の方法 

       市長は、項目別評価の結果を踏まえ、中期目標の全体的な達成状況について、次の

基準による評価及び記述式による評価を行う。 
 

評

価

基

準 

評価 判断基準 

S 中期目標を大幅に達成し、又は中期目標より大幅に進んでいる 

A 中期目標をやや超えて達成し、又は中期目標よりやや進んでいる 

B 概ね中期目標を達成している 

C 中期目標をやや下回り、又は中期目標よりやや遅れている 

D 
中期目標を大きく下回り、若しくは中期目標よりも大幅に遅れ、

又は業務運営に関して重大な改善すべき事項等が認められる 
 

５．評価の進め方 

 (1) 報告書の提出 

法人は、旭市規則の定める期限までに、当該期間における業務の実績を明らかにした

報告書に市長が行う評価のための調査・分析に係る資料を添付して提出するものとする。 

  (2) 評価の実施 

      市長は、提出された報告書をもとに、評価委員会の意見、法人からのヒアリング等を

踏まえて業務実績を調査・分析し、総合的な評価を行う。 

 (3) 意見申立て機会の付与 

   市長は、評価結果の決定にあたり、あらかじめ法人に意見申立ての機会を付与するも

のとする。 

(4) 評価結果の通知及び公表 

  市長は、評価を決定したときは、法第２８条第５項の規定により法人への通知し、公

表する。特に業務運営の改善その他について勧告すべき事項があるときは、当該勧告も

併せて行うものとする。 


